
金
滞
古
瞭
志
巻
十
占
ハ

御
供
田
村
土
屋
氏
義
休
、
出
家
し
て
直
心
臓
者
た
る
も
の
拝
請
し
来

り
て
、
現
住
隆
玄
法
印
に
寄
附
す
と
云
々
。
さ
て
元
総
年
間
種
々
霊

験
あ
り
た
る
事
共
を
ば
敷
ケ
僚
記
載
し
、
夢
想
の
歌
.

濁
り
つ
る
と
h

ろ
の
水
に
河
あ
り
て

誰
が
ま
と
と
よ
り
等
ね
を
め
け
ん

又
事
保
十
一
年
に
筆
記
せ
し
哨
随
筆
に
、
貸
永
元
年
の
設
穏
を
記
載

し
て
、
共
頃
養
智
院
に
地
磁
菩
麗
の
流
行
し
給
ふ
。
諸
厩
成
就
せ
・
?

と
い
ふ
事
た
し
。
と
蛾
せ
た
り
。
そ
の
か
み
甚
だ
繁
昌
し
て
、
一
時

の
は
や
り
偽
怠
り
し
か

E
.
遁
々
に
衰
微
し
て
、
今
は
毒
詩
人
も
た

く
‘
一
門
堂
の
名
を
呼
ぺ
る
人
も
た
し
と
い
へ
り
。

O
長

門

町

一
冗
繰
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
後
悔
馬
町
・
長
門
町
。
と
並
ぺ

載
せ
た
り
。
年
譜
K
.
享
保
十
八
年
四
月
廿
六
日
犀
川
川
除
町
よ
り

出
火
、
長
門
町
等
類
焼
す
。
と
も
見
b
た
り
。

。
長
門
よ
地
町

貞
享
二
年
の
養
智
院
由
来
書
に
‘
正
保
三
年
犀
川
長
門
上
ゲ
地
位
而

寺
地
拝
領
す
と
載
せ
た
り
。
按
守
る
に
、
長
門
上
ザ
地
町
は
今
云
ふ
長

門
町
に
て
、
正
保
の
頃
は
長
門
上
地
町
と
呼
ぴ
た
り
し
を
、
後
略

i骨

下
屋
敷
は
則
ち
長
門
本
邸
の
地
越
に
て
‘
長
門
町
の
地
繕
き
注
ら
ん

か
。
古
定
舎
に
、

御
家
中
下
屋
敷

笠
寓
七
千
石

て
四
町
二
反
宇

崎

市

正

山

右
中
納
言
様
御
設
之
並
に
、
歩
割
寄
付
可
v
遺
旨
‘
筑
前
様
就
昌
御
意
-

如
v
此
候
。
以
上
。

亥
九
月
廿
三
日

奥

村

河

内

守

篠

原

出

mm
守

横

山

山

披

守

滋

野

監

物

殿

西
村
右
馬
助
協

河

原

兵

庫

殿

石

川

茂

平

殿

野
村
五
郎
兵
衛
殿

右
は
慶
長
十
六
年
也
。
按
4
1
る
に
‘
此
の
時
賜
は
り
し
下
屋
敷
は
.

則
ち
長
門
町
の
地
繕
き
怠
る
地
越
に
て
、
常
松
寺
も
此
の
地
内
に
建

金
海
古
蹟
志
者
十
大

四，、

稽
し
て
長
門
町
と
は
喝
へ
た
る
も
の
怠
る
ペ
し
o

務
停
に
長
門
町
は
一

山
崎
長
門
の
奮
邸
也
と
い
へ
り
。

。
山
崎
長
門
醤
邸

奮
俸
に
云
ふ
。
山
崎
長
門
は
元
此
の
長
門
町
の
地
陀
邸
宅
有
り
て
、

愛
に
居
住
し
‘
中
屋
敷
は
修
理
谷
の
高
に
て
‘
下
屋
敷
は
小
立
野
石

引
町
在
り
。
然
る
を
長
門
町
の
本
邸
を
ぽ
召
上
げ
ら
れ
、
中
屋
敷
も

用
地
と
成
る
に
依
り
て
、
石
引
町
下
屋
敷
内
へ
邸
宅
を
移
し
、
世
々

居
住
す
と
い
へ
り
。
按
宇
る
に
、
三
登
記
に
、
寛
永
八
年
四
月
金
津

火
災
の
時
、
惣
構
の
外
の
長
九
郎
左
衛
門
・
山
崎
長
門
家
類
焼
す
と

あ
る
も
‘
長
門
町
た
る
本
邸
な
る
べ
し
。
惣
構
の
外
と
載
せ
た
る
に

て
も
知
ら
れ
け
り
。

O
山
崎
長
門
下
邸
跡

一
訟
に
、
長
門
町
は
山
崎
長
門
の
醤
邸
地
た
り
し
頃
は
、
下
邸
も
此

の
地
設
に
あ
り
し
を
、
後
用
地
と
成
り
‘
本
邸
・
下
邸
共
に
小
立
野
上

石
引
町
へ
移
穂
を
命
ぜ
ら
れ
し
と
い
へ
り
。
按
宇
.
る
に
、
貞
享
二
年

《
注
守
》

の
泉
寺
町
常
松
寺
由
来
書
に
、
山
崎
閑
粛
省
時
建
立
に
而
‘
寛
永
十

二
年
之
夏
迄
山
崎
長
門
下
屋
敷
の
内
に
有
川
之
底
・
同
年
之
秋
寺
屋
敷

御
用
地
陀
相
成
被
a
召
上
一
泉
野
に
而
替
地
v
被
下
。
と
あ
り
。
右
長
門

立
あ
り
し
か
ど
、
寛
永
十
二
年
の
秋
用
地
と
成
り
、
寺
地
被
昌
召
上
-
と

載
せ
た
れ
ば
‘
此
の
時
下
邸
を
小
立
野
へ
移
さ
れ
‘
跡
地
は
悉
〈
町

地
と
成
り
た
り
け
ん
。
ゐ
も
ふ
に
、
寛
永
十
二
年
は
十
三
年
の
誤
り

に
て
‘
火
災
後
町
地
盤
換
あ
り
し
時
た
ら
ん
か
。

。

周

防

町

一
克
藤
丸
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
長
門
町
・
周
防
町
。
と
並
べ
載

せ
た
り
。
叉
同
裁
許
附
に
、
十
三
間
町
の
次
に
能
登
町
と
い
ふ
も
載

せ
た
り
。
今
周
防
町
・
能
登
町
の
名
は
既
に
絶
え
た
り
。
故
に
共
の

地
何
れ
の
地
か
鮮
か
友
ら
・
ヂ
。
周
防
町
・
能
登
町
の
町
名
の
起
原
如

何
た
る
由
に
て
、
呼
ぴ
そ
め
た
る
か
も
今
静
か
危
ら
十
。

。

堕

川

町

此
の
町
内
に
従
前
藩
士
鹿
川
氏
敷
代
居
住
せ
し
ゅ
ゑ
に
、
町
名
に
呼

べ
り
。
堕
川
氏
の
邸
は
、
延
貨
の
金
揮
固
に
、
次
に
載
せ
た
る
如
〈

描
け
り
。
元
秘
六
年
の
土
岐
に
‘
盤
川
安
左
衛
門
出
大
工
町
末
火
除

右
角
。
と
あ
り
。
今
右
火
除
と
あ
る
左
右
の
雨
町
を
ぽ
、
共
に
鹿
川

町
と
呼
ぺ
り
。
延
貨
の
頃
は
雨
町
の
中
央
火
除
地
に
て
、
雨
側
の
み

邸
地
た
り
し
か
ど
、
共
の
後
火
除
地
を
も
諾
士
の
邸
地
に
賜
は
り
た

り
。
故
に
雨
町
と
も
鹿
川
町
と
は
呼
べ
る
た
る
ぺ
し
。

四
七




